
未来を創る「探究心」のある児童の育成
～カリキュラム・マネジメントを通した「SDGs」の探究～

◇研究仮説

◇目指す児童像

◇研究主題

①自ら課題を発見し、課題解決に向けた粘り強い
探究活動を通して、自分の考えを発信すること
ができる児童（たくましい子）

②『誰一人取り残さない心』で協働的な学びを通
して、自分も他人も大切にできる児童（心豊か
な子）

①「探究的な学習」の学習方法を確立し、
適切な「学習環境」があれば、探究心
のある児童を育成することができるで
あろう。

②「ＳＤＧｓ」の探究を通して、自分た
ちで何ができるかを考える学習を行え
ば、探究心のある児童を育成すること
ができるであろう。
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（数値的な変化）
¸全国学力・学習状況調査の児童質問紙「総合的な学習の時間では、自分で課題
を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組
んでいますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上になるよう
にする。

¸全国学力・学習状況調査の児童質問紙「学校で、授業中に自分で調べる場面で、
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか（インター
ネット検索など）」「学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか」「学校で、自分の考
えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程
度使っていますか」の各質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上にな
るようにする。

¸全国学力・学習状況調査の児童質問紙「地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えることがありますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８
割以上になるようにする。

¸埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「自分にはよいところがありますか」
の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上になるようにする。

¸埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「むずかしいことでも失敗をおそれな
いで挑戦しようとしていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８
割以上になるようにする。

¸埼玉県学力・学習状況調査の児童質問紙「先生の話や友達の発表をしっかり聞
き、自分の考えを伝えることができていますか」の質問項目において肯定的な
回答の割合が８割以上になるようにする。

○ 学校全体の変容（数値的な変化・質的な変化）
（質的な変化）
¸探究的な学習を推進することにより、主体的・対話的
で深い学びの実現につながる。
¸児童、教職員、保護者、地域に「SDGs」が浸透する。

（数値的な変化）
¸全国学力・学習状況調査の学校質問紙「児童自ら学級やグループで課題を設定
し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を学ぶ校内
研修を行っ ていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上に
なるようにする。

¸全国学力・学習状況調査の学校質問紙「調査対象学年の児童に対して、総合的
な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識
した指導をしていますか」の質問項目において肯定的な回答の割合が８割以上
になるようにする。

¸全国学力・学習状況調査の学校質問紙「教育課程の趣旨について、家庭や地域
との共有を図る取組を行っていますか」の質問項目において肯定的な回答の割
合が８割以上になるようにする。

¸埼玉県学力・学習状況調査の学校質問紙「教科等を相互に関連付けて思考力・
判断力・表現力等を育む指導について、教職員で共通理解を図りましたか」の
質問項目において肯定的な回答の割合が９割以上になるようにする。

○ その他
・学校、家庭、地域の連携が深まる。

ợ ⌐╟╢ ↕╣╢
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①内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと
②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと
③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図ってい

くこと

カリキュラム・マネジメント
小学校学習指導要領第1章総則の第１の４において次の3つの側面が示されている。

①教科等横断的な視点
総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント（例）

各教科単元配列表５年

５年の授業時数の弾力化の例

1 1 1 1 2 2 5 1 2 4 1 Nice to meet you. 1 5 2

1 1 4 5 8 3 1 2 2 2 When is your birthday?1 1

4 1 3 6 2 4

1 2

2

2

2

4 1 3 2 10 1 5 4 6 4 2 When is your birthday?1 6 2

1 2 3 4 4 2 3 4 3 What do you have on Mondays? 1 1

7 3 9 2 1

2 1

3 1 1 9 5 1 5 6 3 4 3 What do you have on Mondays? 1 5 1

2 1 4 5 5 4 2 2 2 4 Can you do this? 1 1

2 1 5 2 4 1

5 1

5 1 3 8 1 3 2 2 2 4 4 Can you do this? 1 5 3

2 1 2 4 2 10 1 1

2 4

5

1 1 5 6 4 5 5 6 4 8 1 6 2

2 2 4 12 6 4 1 6 1

3 1

2 1

6

1

2 2 1 6 5 5 5 5 2 8 5 Where is your treasure? 1 7 2

2 1 3 2 5 1 1 1 1

3 6 2 3 1

1 6 2 1

6 2 1 5 7 5 5 8 2 6 6 My Hero 1 15 3

1 1 5 5 2 2 1 1

2 4 10 2 3 1

1 1

1

5 1 1 11 10 1 5 2 2 6 7 Happy New Year 1 11 1

6 2 1 4 2 1 1

2 6 1 1

2

2 2 3 9 2 2 5 4 3 8 8 What would you like? 1 6 3

2 3 8 5 3 5 1 1

1 1 1 4 1 1

6 2

2

3 2 3 1 10 3 5 2 4 6 9 I love my town. 1 6 3

7 1 4 9 2 3 5 1 1

1 1 7 2 1

3 2 4 2 5 2 3 1 5 4 1 7 1

1 1 2 2 1 1

1 5
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16

19 1113 14 26 18 8

21 12

15 45 12

7 22 59 23

2012 39 65 41

12

28 28

24 1211 34 51 41 18 3617 24

20 22

135

53

35

47

3530 95 175 105 50 50 60 90 70 35 85

35175 50 60 90 70 35 70100 175 105 50

Ḋᵴ
▽ Ỗ

ѕ

ꞋḀ
Ỗѕ

Ἆγ
▽ Ỗѕ

教師が連携し、複数の教科等の連携を図りながら授業をつくる。
【削減する時間例】
▽国語の単元内の「インタビューをして情報収集」、終末部分の「まとめ・発表」などの時間
▽社会の「森林」「食料生産」「情報収集・情報整理」などの時間
【増加する時間】

総合の「体験的な学習」「インタビュー」「情報収集・整理分析」「発表」などの時間
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区分 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

各教科
の 授業

時数

国語
306
▽１５

（291 ）

315
▽１５

（300 ）

245
▽１0

（235 ）

245
▽１０

（235 ）

175
▽１０

（165 ）

175
▽１５

（160 ）

社会
70
▽５

（65 ）

90
▽５

（85 ）

100
▽５

（95 ）
105

算数 136 175 175 175 175 175

理科 90 105 105 105

生活
102

１５
（117 ）

105
１５

（120 ）

音楽 68 70 60 60 50 50

図画工作 68 70 60 60 50 50

家庭 60 55

体育 102 105 105 105 90 90

道徳の授業時数 34 35 35 35 35 35

外国語活動の
授業時数

35 35

総合的な学習の
時間の授業時数

70
１５

（85 ）

70
１５

（85 ）

70
１５

（85 ）

70
１５

（85 ）

特別活動の
授業時数

34 35 35 35 35 35

総授業時数 850 910 945 980 980 980

＜標準時数と本校の時数＞
（ ）が本校の時数▽時数減 時数増
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4

＜年間指導計画へのSDGsの位置付け＞

年間指導計画にSDGsのアイコンを入れることで、SDGsへの意識づけ
と、17 の目標を見える化することができる。本時の課題づくりや教材づく
りの材料とする。
（5年生の例）



各学年のESDカレンダー

1 − − 3 −

4 − 5 − 6 −

②評価してその改善を図っていくこと
夏季休業中に1学期の指導を振り返り、ESDカレンダーの作成を行うようす

各学年ごとの目指す児童像を前提に、総合的な
学習の時間を軸とし、教科等領域の相互の関連
性を構造化していく。学校・地域の実態、教科書
会社の違いを結びつけることで、効果的効率的
な学びの羅針盤とすることを目指している。

ESDカレンダーとは
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関係機関・役職名 氏名
国連システム合同監査団監査官 ジェネーブ国連本部に赴任（前:国際連合日本政
府代表部大使）大阪大学大学院国際公共政策研究科 教授

星野 俊也 様

全国⼩中学校環境教育研究会 顧問（前:東京都多摩市立連光寺小学校 校長） 棚橋 乾 様
埼玉県総合教育センター指導主事 浅見 寿文 様
JICA 地球ひろば 佐藤 秀樹 様
元ボリビア海外青年協力隊 渡辺 彩子 様
元ボリビア海外青年協力隊 山崎 麻里亜 様
現ボリビア海外青年協力隊 能地 尚子 様
草加市立稲荷小学校 教頭 (前:草加市教育委員会指導課教育指導係長) 伊藤 真由美 様
草加市教育委員会指導課主査（兼）指導主事 溝井 俊裕 様
草加市役所自治文化部 みんなでまちづくり課所長 間宮 友子 様
協働のひろば市民事務局 青柳 伊佐雄 様
友隣会 後藤 一彦 様
高砂住吉中央地区まちづくり市民会議 谷古宇 隆一 様
ＮＰＯ法人子ども広場草加おやこ劇場 三澤 江津子 様
介護者支援の会 草加 酒井 斉 様
草加ローカルプロジェクト 安保 幸子 様
草加市ユニバーサルデザインアドバイザー 齋藤 幸子 様
草加市ユニバーサルデザインアドバイザー 青木 喬 様

総合政策部総合政策課課長補佐 夢田 章吾 様
総合政策部総合政策課主査 堀込 俊樹 様
総合政策部総合政策課主任 日髙 恵 様
総合政策部副部長（建築統括担当） 唐澤 博文 様
総合政策部庁舎建設室室長 金子 友弘 様
総合政策部庁舎建設室主査 牛山 博昭 様
議会事務局総括担当主査 浅井 悠太 様
議会事務局書記 中村 聡 様

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を
確保するとともにその改善を図っていくこと

6
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関係機関・役職名 氏名
草加あおぞら保育園 榎本 千尋 様
草加せざき保育園 石野 理津子 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 教授 米山 昌幸 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 島田 隼人 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 菅野 琴音 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 野崎 裕矢 様

獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 松森 智久 様
獨協大学経済学部国際環境経済学科 米山ゼミ 吉澤 涼 様
獨協大学外国語学科准教授 羽山 恵 様
UDダンス 北村 仁 様
UD推進講師（株式会社アークポイント） 寺島 薫 様
児童文学作家（おはなしSDGs「飢餓をゼロに走れトラック、ねがいをのせて」） 森埜 こみち様
草加せんべい大馬屋 鈴木 弘道 様
草加せんべい小宮 小宮 務 様
セブンイレブン瀬崎１丁目店 北邑 英司 様
草加市文化観光課 吉田 蔵馬 様
草加市スポーツ健康都市記念体育館 藤掛様・荒井様
草加市役所 環境課 田端様・徳留様
谷塚児童センター館長 川端 充 様
子ども食堂（こども応援団マイカ） 浜薗 浩美 様
就労継続支援B型あるる 黒子 志信 様
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その他協力企業・団体・行政機関様
瀬崎小学校PTAの皆様
瀬崎小学校学校運営協議会の皆様
草加市民生委員の皆様
進栄化成株式会社（エコキャップ運動協力企業）
草加あおぞら保育園園児のみなさん
草加せざき保育園 園児のみなさん
ふれあい推進室の皆様
平成塾の皆様
草加市社会福祉協議会の皆様
瀬崎第１・２・３町会の皆様
瀬崎コミュニティセンターの皆様
瀬崎敬老会の皆様
埼玉県生態系保護協会の皆様
ふれあいひろば瀬崎実行委員の皆様
青少年育成推進委員会の皆様



探究的な学習の過程

課題発見

整理分析

Ἵ
Ὕ

表現

情報

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の
時間の展開」小学校編P19 ・20 より
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整理・分析

探究的な学習の指導のポイント

情報の収集

課題設定

まとめ・表現

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」小学校編P２４～５８より

9



他者と協働的なに学ぶということ

異なる視点
から検討

体験活動等を通して、発見してきた情報を改めて見つめ直し、互いの発見の共通
点や相違点に気付いたり、互いの発見の関連性を見付けたりする。「ここがもっと
知りたくなった、詳しく調べてみたいということはないだろうか。」と更に問い掛ける
ことで、「また探検に出かけてみたい。」「今度は詳しく調べてみたい」などと目的や
課題を明確にしていくことができる。

異なる視点を出し合い、検討していくことで、事象に対する認識が深まり、学習活動をさら
に探究的な学習へと高めていくことが考えられる。そのために、それぞれ異なる個性・興
味・関心をもっている児童同士で学ぶことには大きな意義がある。

文部科学省HPより
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」小学校編P２０～２３より

１多様な情報を活用して協働的に学ぶ

２異なる視点から情報の収集

３個人の学習の深まり
協働的に学ぶことは、児童が自らの学習活動を振り返り、持続させ発展させるとともに、

一人一人の児童の考えを深め、自らの学習に対する自信と自らの考えに対する確信をも
たせることにもつながる。この学習と集団の学習が互いに響き合うことに十分配慮し、質の
高い学習を成立させることを目指す。

～主体的かつ協働的に～
児童が社会に出たときに直面する様々な問題のほとんどは、一人の力だけでは解決でき

ないもの、協働することでよりよく解決できるものである。しかし、問題を自分のこととして、
受け止め、よりよく解決するために自分が取り組もうとする主体性がなければ、協働は成り
立たない。
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学年の取組
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ắҡ ҁ ӡ ϻ Ӄ Љ ᶺ

⁬֕ ⁵ ї ϻ ⁮ ᵺ ӡ Ϲ

ố ˋₑ ӣ Ϲ уӨ ╚

− Ϲᶡ ᴩ ˑ ᵺ Ϲ ѕ − ҁ ῲ

ӆ− Ϲᶡ ʼ ˋ Љ

כֿ ᵺ Ϲ ỡ ᶺ

◑ Ὼᾒ ᴳϹ Љ ˞ Ὼᾒ ⁵

ї −Љ ҁ

→Ό Ξ

→Ό

ӰΉ ͕ Ϲ

ᶺ ӰΉכֿ כֿ ᴽ ї ố ◦↑

ϹὌ

SDG ˋủ

Ξ

Ϲ נּ Ḛ ᵊ ϹὌ נּװ Ἠ ♯

−
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学年の取組

Ἠ♯

flͽẬ ả ẏԃ ỡ◦ уӨ ῾ ἽὝ

ₑᾙỉ Ậ “ Ϊ flͽẬ ả ẏԃ ỡ

◦ уӨ ῾ ἽὝ ᶺ

ᴩ flͽẬ ả ẏԃ ỡ◦ уӨ Ἠ ῾ ἽὝ

ᶺ

flͽẬ ả ẏԃ ỡ◦ уӨ ‖ ᴻϹὌ

ᴘ ᴩ Ϲᶡ Ἶ ả ẏԃ ỡ◦ уӨ ϹὌ

╩ ˺╩ ₣ỷ − ỡ

◦ уӨ ‖ Ḁ

ʳ⅓╩ ῆ Ӊ ᵿϚ ẋṭ flͽ ả ỡ◦ Ϲ

ả ỉךּ њᴳϹ ῎ ᴻ flͽẬ ả ẏԃ ᴻ

ϹὌ

→Ό Ξ

→Ό

ᴩ ᴻ ố flͽẬ ả ẏԃ ỡ◦ уӨ ⁬

֕ е ἧ Љ Ἠ ♯

῎ ᴻ ẏԃ ע ⁵ ѩ е ‰

ả ỉךּ њᴳϹ ϹὌ Ϲ ᴻ ϹὌ

Ξ

ϹὌ Ṕ Ϲ ό ᶳ Ủכ

῾ פֿ ῾ ↔ ┘ ố פֿ

3 −
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学年の取組

Ἠ♯

ẻ ϹὌ ӰΉכֿ ע

ḊᵴΉ ‫ ᶏ ᾑ

→Ό Ξ

→Ό

ϹὌ ẻ ố ї• ᷈ UDᶼ̽γ ᵭ

ᶺ ἎγΉᴳϹ Ḿ֕ ∏ⱷᶏῺ UD ᶏ ό Ὣ Ἢ

˂ פֿ ϋ ᴳ ѭ ˢ ᵍ ᴤ

 ₣Ὼ ό Ӵ ˢ Ḱ ᷈ Ἢ ҁ UD ᴤ

Ỹе

Ξ

Ϲѻ ᶺ ⁬ ΅ ἐ ϹὌ ố ˋ ϹὌ Ἠ

♯ Ϲѻ ⁬֕ ẻ ϹὌ ầ ố

⁬֕ ẻ הּ ⁬֕ ẻ ҁ

ẻ ỡ Ỏ הּ Ḛᵭ Ξ

4 −

ἒ   ᴻ ΅ ἐ ᶼḹ
UD ᴻ

二人一組になり、車
いすで廊下や段差を
移動する体験やアイ
マスクを着けて、介
助者役の指示を聞き
ながら白状を頼りに
階段や廊下を歩いた。

講師を招き、手話で
のコミュニケーショ
ンやUDダンスの体験
を通して、障がい者
を取り巻く日常やス
ポーツ環境について
知り、関心をもった。

ᶼ̽γ ף γ Ἢ Ώ

UD推進アドバイザー
を招きユニバーサルデ
ザインとは製品などが
年齢、性別、体つき、
文化の違いや障がいの
有無にかかわらず、誰
にとっても使いやすい
デザインであることを
学んだ。

福祉で学んだ手話を
しながら歌った「翼
をください」を日頃、
お世話になっている
敬老会の方々に感謝
の気持ちを込めて披
露した。

ḊᵴΉ ‫ ᶏ ᾑ

‫ ᶺ ᶂΌ ᵅ Ẑ₲Ή ϹὌ

Я→ ‫ ᵺ ᵧ

‫ Ḁ ἎγΉ ₣

∏ⱷᶏῺ  ₣Ὼ ᶀӡ ẻ ὢỸ

Ẵ╚ ☺ ⁵ ;ᴑ

ϹὌ

14



学年の取組

Ἠ♯
ἸԃỖ₲ ͯ ג ӰΉ ї
ϧӰΉ ͯ ₑ ꞋḀ ϹὌ Ỗѕ פֿ ╚ ϹὌ ⁮ ꞋḀ
ϹὌ Ỗѕ ѕ γ ᶆ ḊᵴΉ Σ ͯ

ᴽ ∆ϯ ḉ ḉ
Ῑ ᶣ→ ᶳ ͒ ỉ ˰ Ἀ‴ ₑ

ỡ ᶳ ֜ ᾙ ѕ γ ṥ→ Љ

ϧ ע
ᵶἐ ע Ϲᶡ ᷈−

ᵺ ᶺ Ẫ Ỏ◗ ῲ Ҝ ắ
ỷ ‗−Љ Ϲᶡ−Љ Ẫ Ϲᶡ ѿ
ᵭ Ẫ уӨ ᶳ ᶺ ˢ
ỷ ӌὡ֩ѕ Ẫ ỡ◦ ӡּק Ϲᶡ Ἠ
♯ уӨ ї Ἠ♯

‖ Ḋ ⁵ ╗ ᵺ ỡ
ˑ уӨ ˋủ ˙ Ỹе ⁵ ᵺ
Ѿ ᵭ ϹὌ ể ᶓ ѕ Ὂ Ậ וֹ

ᴱ Ḋ ᾴϹᶡ Ѫԃ ᶆ
уӨ ᶳ ṭ
Љ

→Ό Ξ
→Ό

Љ ṥ→ ICTЉ ᶆ
ῲ ₑ
ḊᵴΉ ͯ ᶆῲ ₑ
ḊᵴΉ ͯ ꞋḀ ϹὌ Ỗѕ ố ỡ

ὢ Ỗѕ ϯ
ᵺ ϹὌуӨ ↔
Ҿ• ố ˟

ѕ ᶆ ӣ Љ ỡ ᶳ ἵ
ố ˟
ṢԇᴱϹ ϹὌ Ӳ ḱ ◗ ‛ Ẫ ЅḀ 89.5 ᴱ
Ԍ ῲε
Ξ
ϧ ↔
ố ICTЉ ϫḰ
ϋ

5 −
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学年の取組

Ἠ♯

flͽẬ ᾒ ע

flͽẬӣ ̘̓γҡ ẇͽ ᶼậ ᴈ

ї ˔ת Љ ˞ὡ

ᵺ ͯ ⁵ ⁵ ױ

ױ ẞ flͽẬ ỡ ắ

ͯѐᵿΞѐᵿᵺ ג ᶼậ flͽẬ ѐᵿỎԃ ї

Ἠ♯ ἧḼ ῾ ᵅ  Ἠ♯ Ξ

δᴒ ӣҡ ҁổ ᷈

Ẵ╚ᴳϹ

flͽẬ ᵅ  ᾴҹ flͽẬ ᴜᶕ Ậ

Ҋ ˟њ ⅓ṡ ͢

ẙ

flͽẬ ᴜᶕ ẬҊ ˟њ ᴳϹ flͽẬ

Љ ᶺ

ӣ Ϲ Ϲ− ṥ

· Ή ṥ╪ Ϲᶡ ᴻת ҁ

ᶳ ố ᴮӃ ӣ Ϲ−

ע ₑ ṥ Ϲᶡ ₣ ⱷᾤ Ḏ ἵⱷᾤ Ạ ▐ṕ Ạ

Ỹе ⅓ṡ ẇͽ

ᴻ ╚ ᶓ Ỹ◐ ᶺ

→Ό Ξ

→Ό

ᶂΌ Ἠ flͽẬ ᵅ  ‰

ố Ϲ ˋ ˰ ὶ

ố ἧ ϹὌ ⁮ ˞ ˢ˭ ỡϱ

ṢԇᴱϹ ϹὌ Ӳ ḱ ◗ ‛ Ẫ ЅḀ 83.9 ᴱ Ԍ

ῲε

Ξ

↑קּ˃ ᷈ Ξ δᴒ Ἢ ˢ

ᵅ  Ξ ᴳ ‫ Ξ ױ

Ὼ ͒ Љ ᴻת טּ

6 −
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学年の取組

Ἠ ♯

SDG Ӹ Ỏ

ꞋḀ ϹὌ Ỗѕ Ạ SDG ỡ ᶳ

ϹὌ ⁮

SDG Ϊ Љ

ϹὌ ắ ὶ ỡ Ӹ −Љ ї ᷆ ◑ Ϲ

Ϲᶡ☺ ˞ ᶓ Љ ᶳ

ᶳ ṥ→ Ϲӆ

ᶳ ᶓ Ởס ṥ→ ͮ ϑסỞ Ởס ☺ᶡ ᶳ “

ỡ ᶳ Ỹᶺ

τ Ἡ ї ⁬ ε ∟ ΜẪ

Ạ Ϊ ⅝ṥ

═ ═ ї ᵍ T ḽ ∟ṥ

→Ό Ξ

→Ό

ᾙ┬ Љ Ӹ ổ Ξ ᶳ

Ḁ ˢ⁵ ˑϹ ӣ Ϲ

ỡ“ ἧ Ϲ

Ξ ֥ Ỹ◐ ᶳ

Ӱậἧ ϹὌ ת̛ Ạ ỡ ᶳ

Ạ ṥ Ạ

ṽԍ Ạ ⅎφ Ҽ Ạ

ẪӜ ϻ −Љ ⁬֕ е ϻ Љ

Ξ

Ἰԃ ⅝ṥ Ỗ Љ Ὂ ´−Љ ˋủ Ξ

Ϲӆ
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行
動
で

世
界
を
変
え
る

仲
間
の
輪

SDGs川柳①（児童の作品）
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ま
だ
着
れ
る

着
れ
な
い
洋
服

プ
レ
ゼ
ン
ト

買
い
物
で

持
っ
て
行
こ
う
よ

エ
コ
バ
ッ
グ

学
び
た
い

学
校
作
ろ
う

世
界
中

森
ま
も
ろ
う

百
年
先
の

水
の
た
め

ラ
イ
オ
ン
を

平
和
に
さ
せ
る

こ
の
世
界

心
の
輪

作
っ
て
い
く
の
は

私
た
ち

商
品
を

手
前
取
り
す
る

大
切
さ

生
ま
れ
変
わ
る

思
い
出
の
服

エ
コ
バ
ッ
グ

守
ろ
う
よ

大
き
な
海
を

い
つ
ま
で
も

ワ
ク
チ
ン
は

み
ん
な
協
力

助
け
合
う

う
き
う
き
と

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る

わ
た
し
で
す

思
い
や
り

つ
な
が
る
先
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

不
平
等

み
ん
な
で
な
く
そ
う

世
界
中

い
ろ
い
ろ
な

人
で
い
い
ん
だ

な
か
よ
し
さ

フ
ル
ス
ィ
ン
グ

折
れ
た
バ
ッ
ト
で

か
っ
と
ば
し



エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

せ
か
い
を
す
く
う

お
く
り
も
の

SDGs川柳②（児童の作品）
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は
み
が
き
を

し
っ
か
り
や
っ
て

き
れ
い
な
は

ご
み
が
な
い

は
な
び
た
い
か
い

き
れ
い
だ
な

プ
ラ
ゴ
ミ
を

も
ち
か
え
ろ
う
よ

海
の
た
め

守
り
た
い

世
界
の
た
め
に

リ
サ
イ
ク
ル

う
み
と
り
く

ゆ
た
か
さ
を
ま
も
う

い
っ
し
ょ
に
ね

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

〇
〇
ら
し
さ

無
く
そ
う
よ

ち
き
ゅ
う
の

水
は
み
ん
な
の

た
か
ら
も
の

は
じ
め
よ
う

み
ら
い
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

節
電
で

地
球
の
体
温

か
え
よ
う
よ

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

う
た
を
う
た
っ
て

お
ぼ
え
た
よ

節
電
に

環
境
へ
の
や
さ
し
さ

忘
れ
ず
に

生
ご
み
は

ひ
り
ょ
う
に
で
き
る

す
ぐ
れ
も
の

食
べ
の
こ
し

ゼ
ロ
を
目
指
す
よ

未
来
の
た
め

エ
コ
ラ
イ
フ

み
ん
な
で
ま
も
る

お
ん
だ
ん
か

フ
ー
ド
ロ
ス

む
だ
な
く
食
べ
る

お
い
し
く
ね
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